
　　　　

令和6 年 11 月 11 日

9 時 00 分から 17 時 00 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・参観日、親子レクリエーション、地域の方との交流、季節のイベント

（別添資料１）

家族支援

・ご家族に対する相談支援を実施します。
・支援現場の見学や説明の機会提供や、保護者間の交流が図れるよう
　に茶話会等の機会を提供します。
・ペアレントプログラムやペアレントトレーニング、子育てに活かせる学び
　の機会を提供します。

移行支援

・保育園と併用ではない児童の場合は、保育園と併用する際に情報共有
　などを行い、園での対応が円滑に進むように連携します。
・就学前に就学先機関と情報共有を図り、円滑に移行が進むように支援
　を行います。また、教育委員会とも連携を図り、就学前に様々な進
　路についての説明や懇談会の機会を提供します。

地域支援・地域連携

・保育園、医療機関等と必要に応じて情報共有や会議等の機会をもうけ
　ます。
・保育園や学校、他事業所等の関係機関の職員を対象に研修会を実施し、
　地域全体で顔の見える関係づくりや支援体制の構築を行います。

職員の質の向上

・法人内の研修や外部の研修にて研鑽を行い、得た知識や技術を職員間
　でも共有し、支援に繋げています。

支　援　内　容

・衣類の着脱等お子様一人一人に合わせ身辺の自立ができるよう支援を行います。ご家族とも相談しながらお子様の“できた”を増やせるよう支援します。また、お子様の
　自信に繋がるような声掛けやツールを使って楽しく取り組めるよう工夫しながら対応します。
・スタッフとの１対１の学習の中でも生活スキルが向上するような活動を取り入れ、体の動かし方や手の使い方を知ってもらい、箸の持ち方、鉛筆の持ち方、姿勢の保持につながる
　ように支援します。

・姿勢の保持：朝の会や座って行う活動では椅子に座り、姿勢指示や補助手段を活用した支援を行います。
・運動：粗大運動・微細運動共に発達年齢に合わせた活動を提供します。粗大運動では、体幹のバランス・筋力・自重を使った遊び、微細運動では道具の操作や両手の協応性を育む
　遊びを提供します。
・感覚：感覚の特性に合わせた配慮・遊びの提供を行います（スケジューリング・活動場所の環境設定・前庭感覚や固有感覚を取り入れた遊び）。

本
人
支
援

・朝の会で日付の把握や天気に関する認知の形成(日めくりカレンダーや天気のイラストを使用)
・時間に関する認知の形成(活動の切り替え時にタイマー使用、一日の流れを視覚的に示したスケジュール)
・物質の変化と感覚に関する認知の形成(粘土、水遊び、スライム等)
・空間把握に関する認知の形成(ピカソやパズル等)
・季節の変化への興味等の感性の形成(散歩、外遊び、公園)
・適切な行動の形成が育まれるように支援します。また、認知の偏りへの配慮(環境設定、小集団でのゲーム等)も個々に合わせて行います。

・個別療育や集団療育を通してお子様が持っている力を引き出せるように支援します。
・パズルや間違い探し、支援者が提示した絵を見てマッチングする課題などを行い、物や人に注目を向けること、注目を持続させることなどを支援します。
・絵カードや絵本、連想ゲームなどに取り組み、語いの獲得やことばのネットワークが広がるよう支援します。
・4コマ漫画やSSTなどの教材を活用したり、フリートーク時にお子様の話を傾聴したりしながら、体験談などの振り返りを行うことで、表出する機会をもうけ、他者への伝え方や
　コミュニケーションスキルの向上を図ります。

・ふれあい遊び・親子参加行事等を通して、アタッチメントの形成を育みます。
・玩具等の貸し借りや遊びを共有する機会をもうけ、必要に応じて支援者が仲立ちや代弁などを行い、他者との関わり形成を育みます。
・鬼ごっこ等、役割やルールのある遊びを通して、共同遊びへの支援を行います。
・墓地清掃等の地域活動に参加する機会を提供します。
・公園や図書館等の地域社会資源を活用します。

支援方針

・お子様の特性を理解し、一人ひとりに合わせた療育を行います。
・保護者や関係機関と連携をします。
・個々にとっての“より良い生活”を目指します。
・個々の得意なことや強みに目を向け、力を伸ばします。

営業時間 送迎実施の有無 あり(平川市内※碇ヶ関を除く)

法人（事業所）理念

・「苦楽を共にして生きていく」私たち社会福祉法人ほほえみの仕事は、利用者の皆様と喜びも悲しみも共にし、この地域で暮らし続けていくために、人と人との間にある障壁、また
　人と社会との間にある障壁を、苦楽を共にしながら解消していくことである。
・「共歩・共止」私たち社会福祉法人ほほえみは、たった一人のために全員で共に進み、またたった一人のために全員で共に立ち止まる。時としてそれが社会正義とは相反することに
　なろうとも、社会福祉法人ほほえみの正義と誇りを貫き、全員で共歩・共止する。

事業所名 nico(児童発達支援センター) 作成日支援プログラム


